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恐竜チタノサウルスのこと

はじめに

数年先までの恐竜展が予定されいて、恐竜

への関心はますます高まっているようて、す。

徳島県立博物館には、チラノサウjレスとチ

タノサウjレス（ディタノサウjレスと書くこと

もある）という 2種類の恐竜の骨格が展示さ

れていますが（図 1）、「ラ」と 「タ」の遣い

だけでまぎらわしいと思う人もいることでし
じゅうきゃくるい りゅうきゃくるい

ょう。前者は獣脚類、後者は竜脚類と別のなか

まの恐竜で、チラノサウjレスの方は有名ですが、

チタノサウjレスはあまり知られておらず、日本

ではここだけでしか見ることができないので、

少しばかり紹介をすることにします。
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囲1 徳島県立博物館に展示されている“チタノサウルス”
（＝サルタサウルス）

巨大なトカゲ

チタノサウjレス （図2）の「チタン」はギリシ

ヤ神話の巨人、「サウjレス」はト力ゲのことなの

で、チタノサウjレスとは「巨大な卜力ゲ」という

亀井節夫

意味になります。実際に、チタノサウルスのな

かまには巨大なものが多いのですが、徳島県立

博物館のものは小型なので、名前にはふさわ

しくないと思われるかもしれません。

今から170年ほど前のことです。インドのべ

ンガル地方で骨の化石が採集され、ライテ＼ソ力
びつい だいたいこっ

ーという学者がそれらが恐竜の尾椎と大腿骨

であることを明らかにし、「チタノサウjレス ・イ

ンディ力ス」という名をつけました。その後、

ライデ、ソ力ーはアルゼンチンの恐竜化石も調

べ、それらがインドのものに近いと考え、「チ

タノサウjレス・アウストラリス」という名を与え

たのです。その恐竜には10個体分以上の骨化

石があり、徳島県立博物館で展示されているの

は、そのうちの一組のレプリ力を組み立てたも

のです。アルゼンチンでは、この恐竜のなかま

は4種類ほど見つかっていて、 いずれもチタノ

サウルスとして報告されました。しかし、その

後の研究では、それらはインドのチタノサウル

スとは遣うことがわかり、今では「サjレタサウ

ルスJという別な名が使われています。どちら
せきついこつ に

も脊椎骨の形は似ていますが、四肢骨がインド
きゃしゃ

のものは薄くて華著であるのに、アルゼンチン
がんじよう

のものは頑丈であることが遣います。また、サ

ルタサウルスは体長7メートルくらいで、竜脚

類としては小型なのですが、 チタノサウルスは

大型で、体長が25～30メートルもある巨大な

ものもあります。

図2 チタノサウルスの復元図（Hueneの指導によ りGBieseが描いたもの。D F. Glut著・小畠郁生訳司1981「恐竜図解辞
典jによる）

2 



チタノサウルスの進化

チタノサウjレスもサjレタサウルスも、「チタ

ノサウjレス類」という恐竜のなかまで、とも

に白亜紀後期（約7000万年前ころ）のもので

す。遠く離れたインドと南アメリ力に、同じ

時期に同じなかまの恐竜がいたのは不思議な

ことですが、中生代という地質時代には大陸

の分布が今とは違っていて、アフリ力・アラ

ビア ・インド・南アメリ力 ・オーストラリ
しょ

ア－南極の諸大陸は互いにくっつきあって、

ゴンドワナという一つの大きな大陸をつくっ

ていました （図3）。チタノサウjレスもサルタ

サウjレスも、このゴンドワナ大陸に住んでい

た同じなかまの恐竜だったのです。

チタノサウルスのなかまにはたくさんの種

類が知られていますが、そのほとんどが白亜

紀後期のものです。それらのお互いの関係は

よくわかっていませんが、どれが先祖でどれ

が子孫か、進化の過程でどのように変わって

きたか、などを確かめる必要があります。先

祖にあたるものとしては、東アフリ力のマラ

ウィで見つかっている白亜紀前期のマラウィ

サウルスが、直接の先祖ではないかとされて

います。

図3 分裂前（古生代末）の ゴンドワナ大陸復
元図 （M.E. White, 1990にもとづく）

日本のチタノサウルス

徳島県で、イグアノドン類の恐竜の歯の化

石が見つかったのは1994年のことでした。化

石を産出した勝浦町の立jII層は、黒瀬川帯と

いう特異な地質構造帯に分布していて、この

地帯は紀伊半島を横切り、志摩半島にもつな

がっています。志摩半島では、立川層と同じ

白亜紀前期の松尾層群という地層があり、

1996年に三重県鳥羽市の海岸でその地層から
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恐竜化石が発掘され

ました。発掘当時は、

中国南部で見つかっ

ているマメンチサウ

ルスという大型で首

の長い竜脚類に近い

とのことでしたが、

その後、チタノサウ

jレスのなかまではな

いかという見解が発

表されました。 決め

手になる背骨の形に

ついては明らかでは

ないのですが、大腿

骨や上腕骨の特徴か

らそのように考えら

れるようになったの

です （図的。 この恐

竜の正式な学名はま

だっけられていませ

んが、一般的には

「鳥羽竜」と呼ばれて

います。

図4 鳥羽産の恐竜の右
大腿骨 。 長さ
129cm。（三重県
立博物館提供）

チタノサウルスは、 中国大陸からは知られ

ていません。しかし、東南アジアのラオス南

部で発見された恐竜の化石は、チタノサウjレ

スのものとされました （しかし、 最近では分

類上の位置が不明の恐竜のものとして扱われ

ています）。 また、タイ東部のコラー 卜台地に

は、白亜紀前期の陸成層が広く分布していて、

最近、 フランスとタイの調査団によって恐竜

化石がたくさん発掘されています。その中で、

竜脚類のポウヤンゴサウjレスというものと鳥

羽竜との関係は、調べてみる必要がありそう

です。

恐竜は、中生代の初めにパンゲアという超

大陸の上で誕生しました。その超大陸は、そ

の後、ローラシアとゴンドワナの2つの大陸

に分かれ、さらに分裂したり結合しながら今

日のような大陸の分布になったとされていま

す。このような大陸の分裂や結合の動きにと

もない、 恐竜は地域ごとに分かれたり、また、

移動してまざりあったりしたことでしょう。

チタノサウルスのなかまの進化をたどること

は、恐竜ばかりでなく、大陸の動きや地球全

体の歴史を確かめるということにもつながる

のです。 （前館長）



博物館資料の保存と地球環境

博物館には、日々さまざまな資料が持ち込
ひょうほん い せき

まれます。化石や動物 －植物の標本、遺跡か
こもんじよ

ら出土したものや古文書、昔の農具など、種

類も大きさも、そして材質もさまざまです。

運び込まれる資料の多くが、動物や植物その
せんい

ものであったり、紙や木、繊維などのいわゆ

る害虫が好んで食べる材料であることが博物

館にとって大きな問題となります。

博物館では、貴重な資料がムシに食われな

いようにするため、持ち込まれるすべての資

料についたムシや力ビを取り除く作業をして

います。と言っても、何百、何千もの数の資

料を 1つずつ調べていくことは実際には不可

能に近いことです。また、ムシたちもいつも

見えるところにいるとは限りません。そこで

博物館では、資料の奥や見えないところに隠

れたムシやその卵までも殺してしまえるガス
しゅうか さんか じよう

（臭化メチルと酸化工チレン）を使ったくん蒸

という作業をおこなってから資料を運び込む

ことにしています。

司
ト
・

4

aJ

r
・－－

聞

，l

j
e
s
’ド

？

十
回

．，二
6

．
．
 hp
・
晶
、
町
幽
圃

『
設
，
会
戸
北
T

久
；一“

一’
J

一’
ム
W
時
γ
J七日
ah

…

ハ
ヘ
、
，惰
ι）
血

｜

－

i
 

ml

yυ
－

h

～・…
開

＼

！

山

も
ム

圃
た

？
川
4

1
f

弘
例
制

薗
m

y
－

－
i…

／

h
H
J
VJ
明虫図

4‘ 
6語、

守、司

• ,dJ> 

三事

図2

ところが、地球環境をまもるという観点から、

これまでくん蒸に使っていたガスが2005年に

は全面的に使用禁止とすることが、国際的な取

り決めても決められました。くん蒸ガスに含まれ
そう

る臭化メチルが、地球周辺のオゾン層を破壊す

ることがわかったためです。とは雪え、まった

くムシを取り除かずに博物館に資料を持ち込む

ことはできません。なぜなら、そんなことをす

れば、博物館の中でムシが大発生し、すべての

資料がムシの工サになってしまうようなことに

もなりかねないからです。そこで、これまでの

くん蒸にかわる何らかの方法が求められていま

す。今現在、 これまで、便っていた力もスにかわっ

て、地球環境にあまり悪影響を与えない別のガ
に さんかたんそ

スを使ってくん蒸する方法や、二酸化炭素を使
ちっそ だっさんそざい

ってムシを殺す方法、窒素や脱酸素剤などを使
さんけつ

って、ムシを酸欠状態にして殺す方法、低温で

ムシを殺す方法などが実験されていますが、日

本ではいずれの方法もまだ実用段階にはいたっ

ていません。

一方、早くから環境問題にたいする市民の

関心が高かった欧米では、地球環境に悪影響

を与えるガスの使用をかなり以前からやめて

おり 、二酸化炭素による方法や、窒素を使っ

た方法がすでに実用化されています。

くん蒸ガスの使用禁止を 4年後にひかえ、

徳島県立博物館でも何らかの対応をしなけれ

ばと考え、現在、窒素を使った方法の採用な

どについて検討をはじめたところです。しか

し、これまでのくん蒸では2～ 3日ですんだ

ものが、 2週間以上かかることになる可能性
ぜん と た なん

もあり、前途は多難です。

100年後、あるいは200年後、くん蒸によっ

て博物館資料がまもられ続けたとしても、こ

の地球に人が住めないような状況になってい

ては元も子もありません。 博物館では、 貫重

な博物館資料と同じくかけがえのない地球環

境を次の世代に引き継いでいくために、今も

っともよい選択は何であるかを真剣に考えて

います。このテーマについては、今後も進展
ずいじ

があり次第、随時報告させていただきます。

（保存科学担当：魚島純一）
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いせき

クントゥル－ワシ遺跡は、ぺjレー北部の標

高2300mの山上にある神殿遺跡です。紀元前

2500年から紀元前50年にかけての古代アンデ

ス文明「形成期」（日本の縄文時代後期～弥生

時代中期にあたる時期）の遺跡で、 1988年以

来、東京大学古代アンデス文明調査隊が10年

間にわたって発掘調査を行ってきました。

発掘成果のハイライトは、紀元前800年頃
すいてい

のものと推定される多数の金製品です。ジ、ヤ

ガーや鳥、人面などをモチーフにした表現は、
せんれんど げいじゅっせい そな

現代にも通じる高い洗練度と芸術性を備えて

います。しかも、学術調査で確認された金製

品としてはアンデス最古のもので、後のイン
けいしょう

力帝国へと継承される文明の起源をさぐる上

でも、極めて学術的価値の高いものです。

企画展では、これらの金製品をはじめ、古
いぶき すぐ

代アンデス文明の最初の患吹を感じさせる優

れた工芸品の数々を紹介します。

図1 十四人面金冠

図2 「十四人面金冠」の墓出土状況
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．会期 4月6日 （金）～5月6日 （日）

．会 場 博物館企画展示室・21世紀館多目的活動室

．観覧料 一般400同／高校大学生200円／小

中学生100円 （20名以上の団体は2割ヨll

．主 催徳島県立博物館・日本経済新聞社

・企画協力 東京大学古代アンデス文明調査団

．後 援 外 務 省 文化庁ーペル 大使館

・協 賛 日本興亜損害保険（2001年4月合併により発足）

・協 力 全日空 LANCHILE （ランチリ航空）

関 連 行 事
．記念講演会

日 時 4月15日 （日）13: 30～15: 00 

講 師 大 貫良夫氏 （東京大学名誉教擾野外民族

博物館リトjレワ jレド館長）

演 題 「アンデスの黄金一クントゥjレワシ神殿の発掘一」

会場文化の森イベントホーjレ 聴講無料

．展示解説

日 時 4月22日 （日）14：〔〕O～15 00 

4月29日 （日）14: 00～15: 00 

会 場 企画展会場（入場には企画展観覧料が必要です。）
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ハイガイとその化石
から ほうしゃろく

穀が厚く、 18本前後の強い放射肋 （うね）

がある二枚貝です。殻を焼いて石灰をとった

ことから灰買の名がついたといわれています。

内湾奥の泥干潟 （図1）を生患域にしていて、

泥の中になかばうずもれるような姿勢で生息

しています。典型的な亜熱帯の貝で、現在は

おもに東南アジアや朝鮮半島、中国大陸沿岸

に分布しています。近いなかまに、ア力ガイ

やサjレボウなどがあります （図2）。 これらは

殻の形が互いによく似ています。また、血液

中にヘモグロビンを持っていて、肉が赤みを
お

帯びている点でも共通しています。ア力ガイ
さしみ

は刺身や酢の物・すし種などの生食用に、サ
っくだに かんつめ

jレボウは佃委主「アカガイの缶詰」 などの加

工用として漁獲されます。ハイガイも食用に

なりますが、 近年の日本では食材としてはあ

まり利用されなかったようです。
めずら

ハイガイの化石は関東以南の地方では珍し

くありません。今から約 1万年前、氷期が終

わって海水温が上昇するにつれ、ハイガイは

日本列島の南から北へと分布域を拡大してい

ったことが知られています。約6000年前には

東北地方にまで分布を広げましたが、その後

は泥干潟の消滅や海水温の低下にともなって

分布域が南にせばまっていきました。とくに
かんたく

この数十年間の西日本の沿岸地域では干拓や

人の手による埋め立てが進み、 各地に点在し

ていた生患地と個体数が激減しました。たと
いさはや

えば1997年に行われた長崎県諌早湾干拓にと

図1 ハイガイが生息する泥干潟 （有明海）
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図2 ハイガイ （左上）、 サルホウ（左下）、アカガイ （右）

しおど

もなう潮止め工事では、およそ 1億個体のハ

イガイが死滅したと考えられています。現在、

園内で確実に生息している場所は、有明海と

瀬戸内海のごく 部だけになっています。

徳島県内には現在ハイガイは生息していませ

んが、 貝塚や地下の地層からは貝殻がたくさ

ん出てきます。図3の標本は徳島市西須賀町

の地下の地層から出てきたものです。年代測

定の結果、約3000年前のものであることがわ

かりました。周囲の地形ゃいっしょに産出し

た貝化石の組み合わせから、この場所に広が

っていた泥干潟に生患していたハイガイがそ

のまま埋もれたものと考えています。

徳島でのハイガイの絶滅時期は不明ですが、

かなり古びた貝殻が現在でも海岸でひろえる

ことから、数百年くらい前までは生息してい

たのではないかと考えています。

（地学担当：中尾賢一）

図3 ハイガイ化石 （徳島市西須賀町）



「シカノアクニチ」とはどういう日ですか？

「シ力ノアクニチ」とは 3月3日のひな
弘 ｜

祭リの翌日、つまり 3月4日のことを言

います。3月4日をシ力ノアクニチという風

習は岡山県にも例がありますが、徳島県に特

徴的に見られるものです。言い伝えて、は、「シ

力ノアクニチは何をしても悪い日なので、 3
ゆさん

月3日の続きで花見遊山をして暮らすJなど

とされています。またシ力ノアク二チは、皆
ぞうり

が集まって四国遍路にお米、お菓子、草誌な
せったい

どの品物を進呈する 「お接待」を行う日とす

る所もあリます。なぜこのような風習があっ

たのでwしょうか？

まず、ひな祭りから説明します。 3月3日
じようしせっく ひとがた

は、上己の節供といって、 古くは人形を作つ
やまいわざわ

でそれに人聞についた悪いもの、病や災いを
はら きょ

移し、 ）｜｜や海に流すという誠い清めの意味を

もっ儀礼が行われました。この儀礼が菱化し

ていって、美しい人形を飾ってお祭りをする

という現在のひな祭りの形になったと言われ

ています。もう一つ 3月3日ごろ「磯遊び」

「山遊び」となどといって景色のいい場所に行

って遊ぶ風習があリました。これには、春が

訪れて漁や農作が本格的に忙しくなっていく

のに先だって、準備を意味する儀礼であった

ことが言われています。このような風習が盛
こよみ

んに行われていたころは、現在の麿の3月3
きゅうれき

日ではなく、旧暦の 3月3日に行われていま

した。旧暦の3月3日は現在の 3月の終わり

から 4月初めごろになります。旧暦に合うよ

うにひな祭りを4月3日に行う所が今でもあ

るかと思います。この時期は、桜をはじめ

様々な春の花々が咲き乱れだす時期で、「磯遊

び」「山遊び」には花見などの行楽をかねるこ

とが少なくありませんでした。

さて、シ力ノアクニチです。説明しました

通り、 3月3日は本来誠い清めや農作の準備

などの意味をもった儀礼の日でした。重要な

儀礼日の翌日も本来は仕事を休んで身をつつ

しむという神聖な日であったとされています。

これが転じてシ力ノアクニチとなり、時候の

いいのと重なって、「花見遊山をして暮らす」

とか「お接待」の日になったと考えられます。

ワ

ゆさんばこ

とくに徳島では、大人も子供も遊山箱という
てさ

手提げの弁当箱をめいめい持って楽しく出か

けるのというのが盛んだったようで、県内の

資料館では、 様々な形の手提げ弁当箱がよく

見受けられます（図 1）。

では、最後にシ力ノアクニチという名前は

伺を意味するものでしょうか？徳島市内では
おおたきさん

この目 、人々 がこぞって大滝山 （図2）に遊

びに行き、どの場所も人で埋まるので大滝山
しか あくにち

にいる鹿にとっての悪日、鹿の悪日であると
しか

か、 3月3日の遊びを徹底させるから四日の
あくにち

飽白であるとか言われていますが、本当のと

ころはよくわかっていません。

春がやって来ました。皆さんもお弁当を持

ってシ力ノアクニチ風に一日を過ごしてみる

のはどうでしょうか？

（民俗担当：庄武憲子）

図1 シカノアクニチに欠かせない遊山箱 （芝原生活文化
研究所蔵）

図2 『阿波名所図会』（1811年 〔文化8〕干IJ) に描かれた
大滝山 （現在の徳島市眉山町大滝山）。春は花を秋
には紅葉を目的に多くの人が集まる名所として紹介
されている。シカノアクニチには周辺に住む多くの
人々が、大滝山に出かけた。



4月から6月までの博物館普及行事 あなたも参加してみませんか ？

ン 1) ス． 行事名 実施日 実施時間 立サ 象 （人 数）

地層と生痕化石のかんさつ 4月 8日 （日） 12: 00～16: 00 宍喰町小学校高学年以上（30名）※2

磯のいきもの① 5月13日 （日） 15: 00～17: 00 鳴門市 龍宮の磯 (70名）※2

野外自然かんさつ
ツツジがいっぱいの春山ウオーク 5月20日 （日） 10: 00～15: 00 小学生から一般 (20名）※2

磯のいきもの② 5月27日 （日） 14: 00～16: 00 鴫門市龍宮の磯 (70名）※2

川原の石ころ しらべ 6月 3日 （日） 13: 00～16.。。 鮎喰川の川原 (40名）※2

光に集まる毘虫のかんさつ 6月16日 （土） 19: 00～21 : 00 石井町 (20名）※2

蒔絵の美一観松努桃葉一 4月14日 （土） 13: 30～15.。。 小学生から 般 (50名）※1

土曜トピックス 害虫から博物館資料をまもる 5月12日 （土） 13: 30～15: 00 小学生から一般 (50名）※1

毘虫の飼し、方 6月 9日 （土） 13: 30～15: 00 小学生から一般 (50名）※1

歴 史 散 歩
古墳見学① 5月27日 （日） 9: 00～17: 00 徳島市・美馬町 (45名）※2

モラエスと歩こう 6月10日 （日） 13. 00～15: 00 寺町・伊賀町 (30名）※2

体 験 品寸，..ー 習 石ヤりをつくろう 4月22日 （日） 13: 00～16: 00 小学生から一般 (30名）※2

発掘が語る徳島① 5月27日 （日）
井川町ふるさと交流センター

13: 00～14: 30 
小学生から一般 (100名）※1

壬4タ’O 動 議 座
井川町ふるさと交流センター

発掘が語る徳島② 6月24日 （日） 13. 00～14: 30 
小学生から 般 (100名）※1

企画展記念講演会「アンデスの黄金
4月15日 （日）

企画展「クントゥル・ワシ神殿の発掘」

クン卜ウル・ワシ神殿の発掘 J 
13: 30～15: 00 

小学生から一般 (300名）※1

企画展関連行事 企画展展示解説① 4月22日 （日） 14: 00～15: 00 
企画展「クントウル・ワシ神殿の発掘」

観覧料必要 (30名）※1

企画展展示解説② 4月29日 （日） 14: 00～15: 00 
企画展「クントウル・ワシ神殿の発掘」

観覧料必要 (30名）※1

博物館・友の会関連行事 博物館こどもの日フェスティバル 5月 5日 （土） 9: 30～14: 00 幼児，小・中学生 ※1 

．※ 1は、申し込み不要です。その他は、往復はがきでお申し込みください （各行事の1力月前から10目前までに届くように）0 

．※2は、小学生の場合保護者同伴。

・くわしいことは博物館にお問い合わせください。

博物館友の会に入会しよう

博物館友の会は、会員相互の教養の向上と

親睦を図ることを目的とする会です。今年度

は飛鳥への 1泊研修や園瀬川探検などを実施

しました。来年度は友の会設立10周年の節目

の年。より充実した活動を計画しています。

ぜひ、ご入会ください。

匹、－ -
単車』ー泊三

飛鳥研修旅行 （石舞台古墳にて）

博物館ニユース No.42 

博物館めぐりをしてみませんか

とくしまミュ ジアムスタンプラリーは県

内の博物館を観覧し、スタンプを集めるもの

です。今回、東明忠さんは、 3度目の期間限

定賞 （全館を観覧した賞）を擾賞されました。

みなさんも博物館めぐりをして文化を楽しん

でみませんか。

博物館普及行事に参加しよう

今年も博物館は多彩な普及行事を約'70回実

施いたします。詳しい情報は、次のようなと

ころで発信しています。

21世紀館情報プラザ （1階）

図書館入口博物館掲示コーナー （1楢）
博物館常設展受付 （2階）

レファ レンスルーム （3 巨皆）

県内市町村の図書館・県内各地の合同庁舎

発行年月日 2001年3月25日

編集 ・発行 徳島県立博物館 干770-8070 徳島市八万町向寺山

TEL.088 668 3636 FAX.088-668-7197 
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